
授業科目名 基礎看護学概論

単位 1単位

時間数 ３０時間 学年 1年次

授業形態 講義 開講時期 前期

授業の到達目標

１．看護実践の基礎

　１）看護への導入

　２）健康と病気におけるウエルネスの促進

　３）保健・医療・福祉システム

　４）看護における法的側面

　５）看護における倫理と価値

　６）看護実践のための倫理的根拠

２．看護の対象

１．看護とは

２．看護理論（ナイチンゲール）

３．看護の提供に影響するマズローの基本的欲求の段階を理解しよう

５．基本的看護の充足・未充足状態

６．看護理論家達の看護概念について

７．看護の提供者

９．看護の対象の理解・危機理論

１０．発達段階

１１．健康の定義

１２．看護ケアについて

１３．医療専門職・看護師としての倫理

医学書院　系統看護学講座　看護学概論

日本看護協会　看護の基本となるもの　看護職の基本的責務

ヌーベルヒロカワ　看護過程を使ったヘンダーソン看護論の実践

評価の方法・基準 出席点：30点　小テスト：30点　課題：30点　GWや講義の参加状況：10点

テキスト

授業の概要

８．保助看法について　養成制度　専門・認定看護師

担当者 村岡　和美

看護の基本となる概念や役割について学ぶことができる。

授業計画

４．看護の基本となるもの


